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△

昭
和
四
十
年
国
勢
調
査
は
十
月
一
日
現
在
を
も
　
▽

△
　
つ
て
全
国
一
斉
に
お
こ
な
わ
れ
、
市
で
も
二
〇
　
▽

　
△
　
二
人
の
調
査
員
の
方
々
の
ご
協
力
で
調
査
い
た
　
▽

　
　
　
△
　
し
ま
し
た
。
調
査
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
　
▽

　
　
　
　
△
　
あ
げ
ま
す
。
こ
、
に
そ
の
結
果
を
お
し
ら
せ
い

　
　
　
　
　
　
△
た
し
ま
す
。

▽
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地区別世帯と人口

増減
　　　昭和35年
国調人口i

昭40等抑月1日（国調）人口

計女男
世帯数地区名

2！419・08919・32310・2869・0374690石白

1△294
13・2522・9581・51514436？3河越

△1鎚
2021t828926902346川斎

△　1532・0381・885959926344平大

△3162・9822・6661・3601・3064了8大鷹・沢

1△一3262・9422・6161・3501・266493川白

1△　4898・3367・8493・9883・8611・632岡福

△4483・2512・8031・4561・347558原小

△1・98443・94192821840200889・145計
．

会換交名　　刺

昭和41年元旦名刺交換会を次のように開きますから多数ご参加

ください。

日時場所　　昭和41年1月1日午前11詩

　　　　　市民会館大ホール

会　　費　　30四

申込メ切　　12弓25日正午まで

申込方法　　自治会長さん、市役所出張所分室て

会費葱添へて早めにお申込みください
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2
　
3
　
4

⑭準備の都合一ヒ〆切期ヨの12月25日［E午以后ゆ申込みは受吋

　ません　ご『承願います。
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「
歳
末
た
漏
麓
礫
］

み
ん
な
そ
ろ
つ
て

　
　
　
明
る
い
、
お
正
月
を
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－
新
曝
霧
、
懇
嘱
劉
・

　
こ
の
ほ
ど
任
命
さ
れ
た
民
生
　
菅
野
満
、
中
島
き
み
、
矢
内
幸

委
員
の
人
々
を
地
区
別
に
お
し
　
次
、
佐
藤
保
二
、
村
上
盛
雄
、

ら
せ
い
た
し
ま
す
ゆ
　
　
　
　
高
子
正
八
、
角
張
ノ
ブ
．
大
庭

　
△
　
白
石
地
区
　
　
　
　
　
r
多
喜
七
、
佐
藤
勇
治
、
佐
藤
と

　
上
杉
．
泉
、
今
出
茂
七
、
吉
見
　
み

深
松
、
青
木
ま
す
、
庄
司
マ
ツ
　
　
ム
　
越
河
地
区

ヨ
、
徳
力
紀
子
、
岡
崎
儀
．
七
、
　
　
小
室
新
溶
郎
、
高
橋
稔
、
永

高
橋
春
治
、
鈴
木
覚
三
部
、
．
米
．
山
つ
か
さ
、
谷
津
真
幸
、
太
斎

竹
せ
つ
、
村
上
藤
蔵
、
佐
藤
清
義
雄
、
半
沢
与
一
、
佐
藤
春
一

雄
、
斎
藤
直
次
、
高
橋
源
一
、
　
古
山
君

　
△
　
斎
川
地
区

　
保
科
き
ん
、
菊
地
哲
治
郎

高
橋
ミ
ナ
子
、
菅
野
勇
、
羽
根

田
栄

　
△
　
大
平
地
区

　
半
沢
寛
栄
、
佐
久
間
憲
二
、

高
橋
稔
、
村
上
義
男
、
佐
久
間

マ
サ
子

　
△
　
大
鷹
沢
地
区

　
一
条
倉
治
、
大
槻
善
蔵
、
三

沢
嘉
鶴
子
、
大
町
宥
信
、
斎
藤

好
伊
、
谷
津
松
治

　
△
　
白
川
地
区

　
平
間
善
三
郎
、
小
熊
喜
一
、

佐
藤
思
治
、
佐
藤
誠
一
、
遠
藤

よ
し
、
遠
藤
善
次
郎
、
山
田
い

ね　
△
　
福
岡
地
区

　
東
山
正
義
、
佐
藤
み
ゑ
、
佐

藤
富
義
、
日
下
義
夫
、
志
村
新

八
、
高
橋
広
、
高
橋
甚
一
、
飯

沼
豊
治
、
菅
野
伝
八
、
村
上
ハ

シ
メ
、
高
野
き
く
ゑ
、
赤
沼
誠

耐
、
木
村
武
助
、
高
野
義
秀
、

佐
藤
惣
士
・

　
△
　
小
原
地
区

　
佐
藤
き
ぬ
ゑ
、
新
妻
浅
治
郎

斎
藤
肇
、
赤
井
畑
ま
す
い
、
高

橋
＋
蔵
、
牛
草
真
造
、
斎
藤
つ

ね
、
四
竈
達
、
大
浦
サ
ダ
ヨ

　　　　　　　　　　　　　一

昭和40年工業統計調査の実施
・》．・∂．．、』』％。A畠“’一ノらLし■》’・．．ら、碑P，A一・・’・’グ，』亀’》，％．亀、・’％．A．聖『㌧！’凶監’）一’・』9、〇一

　　通商産業嘗では、毎年12月31日現庄で工業統計調査

　を実施し、そのたびごとに皆磁の御協力をいただきお

　礼申上げます。本年もまた昭和40年の調査の時期にな

　りました。

　　つきましては昭和40年工業調査票の記入をお願いい

　たしますから、御多忙のところお手数ですが該当調査

　事項について御記入の上、指定された期日まで忙提出

　するようお願いいたします。

　　皆様から提出された調査票は厳重に保管され・統計

　法によつてその秘密は厳守され、統計目的以外、たと

　えば、税金徴収の算定資料等申告者に不利益となるよ

　うなことには一切使用いたしませんから、御心配なく

　正しい御報告を下さるようお願いいたします。

　　御承知のようにこの工業統計調査は、わが国の工業

　の実態を明らかにするために、製造業に属する事業所

　2つ以上を経営する本社・本店等の全事業所につ曳、て

　調査する国の重要な統計調査であります。

　　この結果は、：工業統計速報および工業統計表としで

　公表され、国や地方公共団体の行政施策の基礎資料と

　して、また民闇企業の経営の指針として、各方面に広

　く利用されております。

　　本調査の趣旨とその重要匪を御理解の上、よろしく

　御協力下さるよう重ねてお願ン、いたします。

　　　一一　　　一一

昭
和
須
年
成
人
式

　
昭
和
弔
年
の
成
人
式
を
一
月

十
五
日
の
「
成
人
の
日
」
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
市
民
会
館
で

お
こ
な
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
成
人
の
方
は
昭

和
2
0
年
1
月
1
6
日
か
ら
昭
和
釦

年
－
月
得
日
生
れ
の
ぺ
で
す
。

　
な
お
成
人
さ
れ
た
方
に
は
年

賀
ハ
ガ
キ
を
も
つ
て
ご
案
内
申

し
あ
げ
ま
す
が
、
も
し
市
内
に

居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
通
知

も
れ
に
な
り
ま
す
が
、
も
し
成

人
に
該
当
さ
れ
る
方
で
通
知
が

届
か
な
い
万
は
、
市
公
民
館
に

お
申
越
し
く
だ
さ
い
。

出
稼
相
談
員
き
ま
る

出
稼
の
こ
と
な
ら
相
談
く
だ
さ
い

　
相
談
員
半
沢
与
一
志
村
新
八

　
最
近
農
村
地
区
か
ら
県
内
は

も
ち
ろ
ん
、
北
海
道
、
関
東
、

関
西
方
面
ま
で
出
稼
に
出
ら
れ

る
方
が
多
く
大
部
分
の
方
は
友

人
や
募
集
人
の
話
に
の
つ
て
働

き
に
出
て
い
る
現
状
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
方
の
内
で
い
ろ
い

ろ
と
社
会
問
題
を
起
し
て
い
て

も
職
業
安
定
機
関
を
通
さ
な
い

た
め
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
泣
き
ね
入
り
に
な
つ
て
お
る

こ
と
を
聞
き
ま
す
。

　
こ
の
問
題
を
未
然
に
防
ぎ
、

問
題
の
解
決
を
は
か
る
た
め
宮

城
県
で
は
昭
和
40
年
9
月
－
日

か
ら
出
稼
相
談
員
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
市
で
は
次
の
方
が
出
稼
相
談

員
に
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
白

石
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
導

の
も
と
に
次
の
こ
と
が
ら
を
取

扱
い
婁
す
。

　
◎
働
き
に
出
た
い
方
の
安
定

所
へ
の
取
次
ぎ

　
◎
働
き
た
い
場
所
の
内
容
説

明　
◎
働
い
た
賃
金
不
払
の
あ
つ

た
場
合

　
◎
職
場
に
お
い
て
災
害
の
あ

つ
た
場
合
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［
国
民
蕪
鱒
型

　
老
後
の
生
活
を
倶
障
し
、
廃

疾
や
死
亡
な
ど
に
そ
な
え
る
年

金
に
は
、
私
的
年
金
と
公
的
年

金
と
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
私
的
年
金
と
い
う
の
は
、
保

険
会
社
の
養
老
生
命
保
険
な
ど

を
い
い
、
自
分
の
自
宙
意
志
で

保
険
会
社
と
契
約
を
か
わ
し
て

加
入
す
る
制
度
で
す
。

　
一
方
、
公
的
年
金
と
い
う
の

は
、
国
ま
た
は
国
の
助
け
を
う

け
た
公
共
的
組
織
が
国
民
の
老

後
な
ど
を
経
済
的
に
保
障
す
る

仕
組
み
を
い
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
制
度
に
は
、
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
、
保
険
、
各

種
共
済
組
合
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
で
定
め
ら
れ
た

要
件
に
該
当
す
る
人
が
す
べ
て

強
制
的
に
入
ら
な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
公
的
年
金
、
制
度
で
は

国
民
年
金
が
一
番
新
り
し
く
国

民
の
大
半
を
し
の
る
農
林
漁
業

の
従
事
者
、
申
小
企
業
や
自
由

業
な
ど
の
自
営
業
者
や
そ
こ
で

働
く
人
な
ど
は
、
な
ん
ら
年
金

制
度
の
恩
恵
を
う
け
ら
れ
ず
取

り
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
つ
て
い

ま
し
た
。

　
将
来
の
老
後
の
生
活
や
不
測

の
事
故
に
対
し
、
不
安
な
思
い

が
強
く
、
戦
後
の
急
激
な
寿
命

の
伸
び
と
と
も
に
、
な
お
一
層

年
金
制
度
に
よ
る
保
瞳
の
必
要

性
が
強
く
要
望
さ
れ
る
に
い
た

つ
た
わ
け
で
す
。

　
こ
う
い
う
要
望
に
こ
た
え
て

社
会
俣
障
制
度
の
一
環
と
し
て

全
国
民
に
年
金
を
お
よ
ぼ
し
こ

れ
を
生
の
活
よ
り
ど
こ
ろ
と
す

る
国
民
年
金
制
度
が
生
れ
た
の

で
す
。

　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
加
入

者
が
保
険
料
を
納
め
、
そ
れ
か

ら
給
付
を
う
け
る
と
い
う
拠
出

年
金
と
、
保
険
料
を
と
ら
な
い

で
一
般
国
民
の
税
金
を
財
源
と

す
る
福
祉
年
金
の
二
つ
の
仕
組

み
か
ら
な
り
た
つ
て
お
り
ま
す

が
、
制
度
の
中
心
は
、
あ
く
ま

で
も
拠
出
年
金
に
お
か
れ
て
お

り
ま
す
。

　
保
険
料
を
と
ら
な
い
で
給
付

を
う
け
る
福
祉
年
金
は
、
国
民

年
金
の
発
足
当
初
に
す
で
に
高

年
令
に
な
つ
て
い
た
人
た
ち
や

か
り
に
拠
出
制
の
被
保
険
者
と

な
つ
て
い
て
も
、
年
金
を
う
け

る
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人

た
ち
の
た
め
に
、
い
わ
ぱ
経
過

的
、
補
足
的
に
仕
組
ま
れ
て
い

る
制
度
な
の
で
す
。

　
保
険
料
は
2
0
才
か
ら
60
才
ま

で
の
被
保
険
者
期
聞
中
を
通
じ

て
納
め
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん

　
そ
の
額
は
2
0
才
か
ら
3
4
才
ま

で
の
期
間
は
年
百
円
、
3
5
才
以

上
の
期
間
は
月
百
五
拾
円
で
す

　
保
険
料
は
国
が
発
行
す
る
国

民
年
金
印
紙
に
よ
つ
て
納
め
る

こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
毎
月
納

め
る
こ
と
が
た
て
ま
え
で
す
が

被
保
険
者
の
便
宣
を
考
へ
て
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で
を
四
月
、

七
月
、
十
月
、
翌
年
一
月
末
日

ま
で
四
回
に
分
け
て
納
め
る
こ

と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

　
も
し
滞
納
し
て
い
る
間
に
結

核
と
か
、
精
神
病
に
な
つ
た
り

負
傷
し
た
り
、
一
家
の
牛
．
計
の

柱
で
あ
つ
た
夫
に
死
な
れ
た
り

そ
の
他
の
事
故
に
あ
つ
た
と
き

に
は
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子

遺
児
、
寡
婦
年
金
の
受
給
資
格

を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
市
に
お
い
て
も
保
険
料
の
滞

納
の
に
め
、
受
給
資
格
を
う
し

な
つ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
の
で

保
険
料
は
早
め
に
納
め
、
滞
納

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

　
そ
の
外
、
保
険
料
を
一
年
以

上
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制
度

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
活
用
す
れ
ば
納
付
の

手
数
も
は
ぶ
け
る
し
、
割
引
き

の
恩
典
も
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
と
y
こ
お
り
な
く

納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
納
付

組
合
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で

部
落
あ
る
い
は
自
治
会
な
ど
単

位
ご
と
に
任
意
組
合
を
組
織
す

る
よ
う
奨
励
し
て
お
り
ま
す
。

　
納
付
組
合
の
設
立
、
そ
の
他

に
つ
い
て
疑
問
の
点
は
、
市
民

課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
係

か
ら
く
わ
し
く
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
昭
和
4
1
年
4
月
か
ら
新

し
い
国
民
年
金
手
張
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
三
月

末
日
ま
で
更
新
い
た
し
ま
す
が

も
し
と
マ
か
な
い
と
き
は
市
役

所
市
民
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

納税貯蓄組合連合会結成

組合員数組合数会長名地区速合会

568

330

289

476

3引

420

127

775
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ー
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戸
D

稔
勲
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郎
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一
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八
剰
彦
律
義
精

橋
藤
目
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田
沢
野
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高
佐
矢
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山
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高
日

区
”
”
”
”
”
”
”

地
河
川
平
沢
川
原
岡
石

　
　
　
　
鷹

越
斎
大
大
白
小
福
白

自主納税にご協力ください。

今月は固定資産税第4期の納期です
早目に納めましよう・・…

　　　　年度末特別融資
申込取扱期間　41年2月10日～41年3月31日

　　　保証目標額　　6　億　円
融資定象　県内に事業所を有し返済計画の確実な中小企

　　業所（ただし遊興、娯楽奢移等の業種は除きます）

1七十七銀行、徳陽相互銀行、振興相互銀行
2信用金庫
3信用組合
4商工組合中央金竃仙台支店及びその代理店
5その他本制度に賛同する金融機関

取扱
金融機関

1資金隻途　運転資金（特に年度末の仕入、決済！
　　　　　　資金に限る）
2保証額　1企業現荏保証賃務額との合計額
　　　　　　　　　　　　　　　1・000万円以内
　　　　　　1組合　　　　　　　2000万円以内
3保証期間原則として3ヵ月間とする
4保証料率　保証金額に対し日歩4塵とする
5金　利取扱金融機関所定の利率とする
　　　　　　（但し保証付融資については1厘な
　　　　　　いし2厘引下げます）
6保証人　確実なる連帯保証入2名（中小企業等
　　　　　　協同組合につては全役員個人連帯保
　　　　　　i証）を必要とする

融資条件

会の本支所に本人直接申込

備
あ
　
去

は
て
　
の

書
け
す
定

込
つ
ま
所

申
え
め
関

～
、
機

　
所
　
融

　
議
　
金

　
A
五
扱

関
工
　
取

機
商
　
び

融
付
会
及

協
と
金
町
工
会
る

証
こ
扱
市
商
協
よ

保
む
取
各
各
証
に

　
　
　
　
保
法

○
　
○
○

所
　
　
　
　
怯

場
　
　
　
　
方

込
　
　
　
込

申
　
　
　
　
申

　
　
　
　
　
2

申込方法

宮城県信用保証協会
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市
営
住
宅入

居
者
募
集

　
現
在
、
寿
山
地
内
に
設
設
中

の
市
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

◎
受
付
期
問

　
昭
和
40
妬
口
月
28
日
ま
で
に

市
役
所
建
設
課
に
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
申
込
の
資
格

　
現
に
住
宅
に
こ
ま
つ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ

と
。

　
市
内
に
住
所
若
し
く
は
勤
務

場
所
を
有
し
、
又
は
新
た
に
市

内
に
住
所
を
必
要
と
す
る
方
で

あ
る
こ
と
。

　
現
に
同
居
し
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出

を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
方
、
そ

の
他
の
婚
姻
予
約
者
を
含
む
）

が
あ
る
こ
と
。

　
所
得
税
、
市
町
村
税
及
び
事

業
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
で

あ
る
こ
と
。

　
公
営
任
宅
法
施
行
令
第
五
条

に
規
定
す
る
収
入
が
あ
る
方
で

あ
る
こ
と
。

　
申
込
者
及
び
同
居
ず
る
親
族

の
過
去
一
〇
年
間
に
お
け
る
所

得
税
法
第
二
章
第
一
節
の
例
に

準
じ
て
算
出
し
た
所
得
金
額
を

12

（
就
職
期
間
が
一
年
未
満
の

場
合
け
そ
の
日
数
）
で
割
つ
た

合
計
か
ら
扶
養
親
族
一
人
に
っ

い
て
二
千
円
を
差
し
引
い
た
額

が
二
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◎
申
込
方
法

　
申
込
用
紙
は
市
役
所
建
設
課

③
添
付
書
類

各
出
張
所
分
室
で
交
付
し
ま
す

　
市
町
村
長
の
発
行
す
る
居
住

証
明
書

　
給
与
所
得
者
は
勤
務
先
証
明

前
年
度
の
源
泉
徴
収
票
及
び
市

民
税
の
納
税
証
明
書

　
事
業
所
得
者
は
所
得
税
、
市

民
税
及
び
事
業
税
の
納
税
証
朋

書　
家
族
以
外
の
同
居
者
を
同
居

さ
せ
る
方
は
親
族
関
係
を
証
す

る
書
類

　
婚
姻
の
予
約
者
が
あ
る
場
合

は
婚
姻
の
予
約
を
証
す
る
書
類

　
新
た
に
市
内
に
住
所
を
必
要

市営住宅平面國

押
　
　
入

〔
夫
衰
付
）

押
入

（
な
）

居　室
　4．5

室
6

居所

玄関

物置
○

〆

運

台

と
す
る
方
は
転
任
、
転
職
の
証

明
書

　
そ
の
他
立
退
要
求
を
受
け
て

困
つ
て
い
る
方
は
そ
の
証
明
と

な
る
書
面

◎
入
居
者
の
選
考

　
書
類
審
査
の
結
果
有
資
格
者

に
つ
い
て
実
態
調
査
の
上
抽
せ

ん
に
ょ
り
入
居
者
を
決
定
す
る

◎
募
集
住
宅
の
所
在
、
種
別
、

　
構
造
、
戸
数
、
使
用
料
、
入

　
居
時
期

　
寿
山
団
地
　
白
石
市
郡
山
字

寿
山
1
2

　
種
別
第
二
種
樽
造
木

造
平
屋
建

　
募
集
戸
数
　
1
5
戸

　
一
戸
当
り
床
面
積
　
九
坪
五

合　
間
取
　
玄
関
　
台
所
　
物
置

便
所
　
四
、
五
帖
　
六
帖

　
使
用
料
　
三
、
五
〇
〇
円
位

　
入
居
保
証
金
　
使
用
料
の
三

カ
月
分

　
入
居
時
期
　
一
月
中
旬
の
予

定

［
．
鰻
黛
贈
］

　
白
石
市
民
と
蔵
王
町
民
の
皆

さ
ま
、
先
月
は
私
た
ち
、
青
少

年
赤
十
字
に
よ
る
老
人
慰
問
の

た
め
廃
品
圓
収
に
ご
協
力
下
さ

い
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
無
事
、
白
石

市
及
び
蔵
王
町
に
お
ら
れ
る
ご

老
人
5
3
名
の
方
々
へ
豆
炭
ア
ン

カ
を
お
く
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
そ
の
経
過
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

　
廃
品
回
収
で
得
ま
し
た
金
額

は
9
月
”
日
五
、
四
八
五
円

9
月
⑫
日
八
、
三
九
七
円
で
合

計
＝
二
、
八
八
二
円
、
こ
れ
に

白
石
市
内
三
高
校
と
白
石
女
子

高
蔵
王
分
校
と
で
校
内
生
徒
か

ら
の
募
金
額
一
一
、
七
〇
七
円

と
な
り
総
額
二
五
、
五
八
九
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
た
即
ち
に
生
徒
代
表
が
集
ま

り
ま
し
て
善
意
の
金
の
使
用
方

法
を
相
談
し
ま
し
た
結
果
冬
を

迎
え
る
季
節
で
す
の
で
「
ア
ン

カ
」
が
適
当
だ
と
言
う
こ
と
に

な
り
早
速
市
内
の
燃
料
店
に
伺

っ
た
と
こ
ろ
一
個
六
百
円
の
も

の
を
四
八
O
円
に
値
引
き
し
て

も
ら
い
、
し
か
も
残
金
で
豆
炭

ま
で
つ
け
て
戴
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
9
月
2
6
日
と
m
月
3

日
の
両
日
私
達
J
R
C
団
員
が

贈
呈
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
ご
老
人
の
方
々
も
非
常
に
喜

ん
で
下
さ
れ
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し
た

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
紙

上
を
か
り
て
お
礼
と
ご
報
告
を

い
た
し
ま
す
。

（
自
石
市
内
三
高
校
J
R
C
協

議
会
）蕊

し
ら
せ
　
岬

帰
難
簗
鷺

途
の
よ
う
民
卜
、
し
ま
・

義
　
　
　
岬

M
嘉
鎌
影

揖
ま
で
休
み

ど
摺
弼
鵜
≧
篭


